
 
 

≪令和６年第３回大空町議会定例会一般質問通告内容集約書≫ 
 

【３名４件】                〔令和６年９月１０日整理・大空町議会事務局〕 

質問日 順 質問者 質問事項 頁 

９月１７日 

（火曜日） 

１ 

上地 史隆 議員 
 (質問時間 30分) 

 
質問受付： 
令和 6年 9月 6日 
午後 4時00分 

１．見守りが必要な高齢者の方の支援について １ 

２ 

鈴木 秀之 議員 
 (質問時間 30分) 

 
質問受付： 
令和 6年 9月10日 
午前10時20分 

１．歩道の整備と交通安全計画について 

 

２．企業誘致活動と今後の展望について 
２ 

３ 

後藤  忍 議員 
 (質問時間 30分) 

 
質問受付： 
令和 6年 9月10日 
午後 4時00分 

１．大空高校女満別校舎の今後の利用方法につ

いて ４ 

 
※ 一般質問は「一問一答方式」にて、通告順により行われます。 
※ 傍聴席入口に掲示の傍聴規則を順守の上、携帯電話の電源はお切りくださるよう御協力をお願いします。 
※ 御不明な点などがありましたら、議会事務局までお問い合わせください。 
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◆ 一般質問者：【議席番号 ９番 上 地 史 隆 議員】     Ｎｏ．１ 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨  質問相手 

 

１．見守りが必要な高

齢者の方の支援につ

いて 

 

現在、日本では高齢化が急速に進んでおり、高齢者世帯

の数も年々増加傾向にあります。特に一人暮らしの高齢者

の方は、家族と同居している高齢者の方に比べて、様々な

困難や不安を抱えやすいのが現状です。 

健康面での不安、経済的な不安、社会的孤立、これらの

問題に対して、社会全体でどのように支援していくかが重

要な課題となっています。各自治体で見守りの取り組みを

行っていますが、大空町の現状はどのようになっているの

か伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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◆ 一般質問者：【議席番号 ５番 鈴 木 秀 之 議員】     Ｎｏ．２ 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨  質問相手 

 

１．歩道の整備と交通

安全計画について 

 

総合計画第４章 ゆたかさ うるおう 生活のまちづく

り 「道路ネットワークの整備」の中で、町道における安

全性や利便性の向上のため、道路改良や歩道の整備に関す

る施策の展開が掲げられています。 

令和４年３月には、人優先の交通安全思想を基本理念と

した「大空町交通安全計画」が策定されています。 

子どもから高齢者まで誰にでも優しいまちづくりを進め

る観点から町道・歩道の整備と安全確保対策の推進につい

て伺います。 

 

（１）町道の歩道整備について 

町内の街並みは、市街地区の歩道整備も進められ安全確

保が図られていますが、歩道の縁石の経年劣化による風化

破損、舗装のひび割れ箇所も多くなってきている状況が見

受けられます。 

整備の優先順位判断と計画立案についてどのように進

められているのか。また、地域住民の要望把握等は、どう

対応されているのか伺います。 

 

（２）町道と国道・道道との交差点の安全確保策について 

交通安全の観点から道路標示等は、明確に認識できるこ

とが不可欠なことと考えます。 

関係機関との連絡調整はどのように進められているの

か。現状と課題を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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２．企業誘致活動と今

後の展望について 

 

大空町は、豊かな自然を活かし、農林業、水産業、観光

産業、商工業、サービス業等、地場産業の振興が推進され

ており、地域振興に資する企業誘致や起業に対する支援も

行われています。 

企業誘致については、雇用の拡大や地域経済に及ぼす波

及効果があり、今後も充実していく施策の一つであると思

います。 

企業誘致活動の現状と今後の課題、展望について伺いま

す。 

 

（１）企業誘致活動の現状について 

現在の誘致活動は、どのように進められているのか。誘

致する産業分野を絞り込んで対応されているのか現状を

伺います。 

 

（２）誘致企業への対応状況について 

町内での企業活動の継続・発展に向けた情報交流が必要

であると思います。 

  現時点での対応状況を伺います。 

 

（３）今後の展望について 

大空町の自然環境や空港のある町としての魅力を最大

限に活用していくことが重要と考えます。 

首都圏の大空町関係者との情報交流、連携協定締結企業

との情報、職員の研修交流等を推進して誘致に関する情報

の収集を進めてはどうかと考えます。 

町長の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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◆ 一般質問者：【議席番号 ７番 後 藤  忍 議員】     Ｎｏ．３ 

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨  質問相手 

 

１．大空高校女満別校

舎の今後の利用方法

について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 大空高校女満別校舎及び教員住宅は、令和３年４月

に町立大空高校の開校に併せて北海道教育委員会から

譲渡され、現在は、学校施設として教育委員会の所管

になっています。 

譲渡後の令和３年から２年間は、旧女満別高校の普通

科の生徒の校舎として、令和５年度は、大空高校の生

徒が週に１回利用していましたが、現在は使われてお

らず、今後の利活用方法について協議をしていく時期

が来ていると考えます。 

これまでの議論では、東京農業大学と高校生の探求の

場や女満別研修会館の工事期間中の代替施設、また、

PROTOOZORA による校舎活用アイデアも出てきています

が、施設の現状も含め、現時点において教育委員会と

して、どのようにお考えなのか伺います。 

 

（１）施設の建設年度及び設備の状況、教室数などの 

  施設概要について 

 

（２）令和３年４月から現在に至るまでの校舎の利用 

状況と経緯について 

 

（３）女満別校舎の周辺施設である、教員住宅、旧女 

満別高等学校寄宿舎、野球部室内練習場の現状と今 

後の活用方法について 

 

（４）利活用に対する現時点での教育委員会の考えと、

活用方法を検討するための協議方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 


